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～「仕事をするということ」 その「前」と「後」にある モノ コト 人～ 

清々しい朝！ 

 

今日も仕事やるぞ！ 

おっ！ 

 

作ったタコルアーだ！ 



回る 

理事長 佐藤哲也 

 今年は幸いにも、桜の開花から散り際まで穏やかな天候が続き、満開の桜を堪能された方も多かったのではな

いでしょうか。 

 さて、昔から、「金は天下の回り物」と言いますが、ご存知のように、これは、金がない者に対し、「金は一箇

所にとどまるものではなく、常に人から人へ回っているものだから、今、貧しいからといって悲観するな。まじ

めに働いていればいつか自分のところにも、回ってくるだろう」という励ましの意味をこめて使われることわざ

です。 

ところが、金ではなく、「人材」ということになるとこのようにはいきません。大勢の新卒者が社会に巣立つ

時期だというのに、そして、まじめに働いているというのに、人材は回ってはきません。どうなっているのでし

ょうか。人手不足は深刻です。 

 回ると言えば、鉄道マニアの孫と「JR 東京近郊区間大回り」というものにチャレンジしたことがあります。  

ご存知の方もいらっしゃると思いますが、これは、JR 一区間の切符で電車を乗り継ぎ、一筆書きで関東一周大回

りをするというものです。これは不正乗車ではありません。JR はインターネット上で、「大都市近郊区間内のみ

をご利用になる場合の特例」として、東京近郊区間、大阪近郊区間、福岡近郊区間、新潟近郊区間、そして、    

仙台近郊区間の路線図を載せ、注意事項まで付けて大回りを PR しているのですから驚きです。 

 私たちが回ったルートは、大船＜東海道本線＞茅ケ崎＜相模線＞橋本＜横浜線＞八王子＜八高線＞高麗川＜八

高線＞高崎＜両毛線＞小山＜水戸線＞友部＜常磐線＞上野＜上野東京ライン＞戸塚という路線でした。途中下車

はできません。これは、大船から戸塚まで行くのに、反対回りで途方もなく大回りするという愉快な計画です。

運行距離は４３８ｋｍ、所要時間は１２時間４８分。運賃はパスモで８，１７６円かかるところを１６０円の  

切符で行ってきました。三浦半島に住んでおりますと、大船、横浜または、東神奈川まで出ないと一筆書きが  

できない不便さはあります。横須賀から大船までの往復の時間や高崎駅のホームで立ち食いそばを食べる時間を

含め、トータル１４時間半ほどの電車の旅を楽しむことができました。 

 驚いたことにこの大回りの区間にはトンネルがなかったように記憶しています。三浦半島の路線のようにトン

ネルで沿線の風景が遮断されることがありませんので、車窓の風景を満喫し、関東平野の広さを実感することが

できました。もう一つ驚いたことは、同じルートを回っている人達がいたということです。小学生の男の子と  

お父さんの組合せや、中年の男性の一人旅など、数グループがおり、乗り継ぎの駅で、また会った、また会った

とびっくりしたものでした。 

この大回りのポイントは、横須賀からパスモで入り、大船で一旦、改札を出ます。そして、戸塚までの切符を

買って改札を入り大回りをスタートします。一筆書きをした後、その切符で戸塚の改札を出て大回り完成です。

そして、戸塚をパスモで入って家路につくという段取りになります。もし、この大回りを知らない駅員さんが  

いて、トラブルになるといけないと思い、JR のお墨付きをプリントアウトして持って行ったのですが、余計な  

心配でした。 

驚いたことに、戸塚で自動改札を通らず、駅員さんに切符を手渡しして、「大回りです」と言ったところ、「あ

りがとうございます」という言葉が返ってきたのです。この若い駅員さんの一言で長旅の疲れは吹っ飛び、さわ

やかな気分になることができました。孫はこの後、電車好きの友達と別のルートで５回も大回りをしています。 

 日々、忙しい仕事に追われ、一本道を猪突猛進されている方も多いと思いますが、たまにはチョッと回り道を

してみるのもいいのではないでしょうか。普段は見ることができない風景を見られるかもしれませんし、素敵な

出会いがあるかもしれません。ストレス解消にも効果があると思いますよ。 

 

－２－ 



「Ｔ・Ｄ・Ｓ・Ｎ （Tanpopo Daily Support News） ４５」 

仕事をするということ 

 
仕事をするということ。それは、目の前の対象に対して、作業をするということ。しかし、目の

前の対象に対してだけの作業では、仕事を成し得ないのではないか。仕事をするには、その「前」

から繋がってきた時間やモノ、コト、人。その「後」に繋がる時間やモノ、コト、人がある。 
今回は、その仕事の「前」と「後」について、２名の利用者の話をしていきたい。 

  
「前」について 

平日の日中に働いている方々は、朝起床して、家や暮らしの場を出るまでの生活、「前」がある。

よくある風景として「あと５分寝ていても大丈夫と布団の中で想い、中々スタートできない。 
スタートしてからは急ぐ、または急かされている。朝の１分は日中の１０分に匹敵する。」等と、

何とか家を出発。そんな調子だと、職場に行ってからも中々良いスタートが切れなかったり…。 

 
Ａさんは、現在家庭にて父母本人の３人暮らしです。Ａさんの家庭生活について、ご両親より相

談を受けました。２０１７年８月３１日（木）晩より、急にＡさんは母の言うコトを聞かなくなっ

たとのこと。その晩は、急に気温が下がり、母がＡさんの布団を厚掛けにしたとのことでした。  

その晩以降、お風呂の時間が今まで以上に長引く、活動の合間にボーっと立って止まっている、 
就寝時間が遅れる。朝はしゃべりまくって行動が進まない。Ａさんを出発時間に間に合わせたいが

ために、母がＡさんに服を着させて何とかＡさんは家を出ているとのコトでした。 
その相談の中から、Ａさんが起床から家を出るまでのコトについて、支援を実施した話をしたい

と思います。母からは「あの朝の時間を、どうにかして欲しい」という依頼でした。そこでＡさん

の朝の現状を観させて頂きました。Ａさん宅に入って、まず気が付いたのが、時計の数の多さです。

玄関、リビング、居間各部屋に１つずつ、Ａさんの部屋には２つの時計があり、それぞれ少しずつ

時間がズレていました。そしてＡさんの様子は、２階自室で起床して布団を整え、自室前のトイレ

に入る。そこまでは一人で行動。その後、家族がいる１階キッチンへ行き、朝食が並ぶ食卓に座り

ました。しかし、中々食べ始めず、何かを待っている様子でした。その間に、両親から「早く食べ

なさい」等、様々な情報が入り、Ａさんはそれら一つ一つに対して実直に返答、しゃべりまくって

いました。結局、食事を残し下膳。その後の服薬、洗顔、歯磨き、着替え、荷物準備へと。その後

も活動毎に「ほら出る時間の８：３０なっちゃう」「今日は、冬物のシャツ着て」等と、Ａさんを

想う母の掛け声がありました。その掛け声が、Ａさん自身の行動の始まりであったり、逆に返答す

ることにより行動が一旦止まっている様に、第三者である支援者には、そう観えました。 
Ａさんは、今年で４３歳。一人の立派な成人男性です。しかし、母と話していくうちに、母から

観たＡさんは５歳のまま。口調が当時のままだからだそうです。だから、どうしても母がＡさんに

「これして、あれして」と言い生活をしてきてしまったのと親心を漏らしていました。 
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実際にＡさんの生活の場を観聴きして、家族３人の時間の流れ、家族の会話のタイミング、   

Ａさん自身の行動の始まりと終わり、Ａさんが何を頼りに、今行う活動や時間の経過をどのように

意識しているか。そして、Ａさんが通う日中活動の場ふぁずで、一人で行動して出来ていること。   

家庭での「今」、ふぁずでの「今」。これらの情報を整理、評価した上で、Ａさんが一人の大人とし

て、家庭、家族の中で生活できるスケジュールを支援者が作成し

て提案をしました。 
形態は、ふぁずで「今」使用しているものを参考に家庭生活に

応用。「どこで、何を、終わったら次はどうするか」を文字で示

した家庭用生活スケジュール。「始まりと終わり」時間の見通し

を知る手段としては、タイマーを使用。提案したスケジュール内

容は二つ。一つ目は、生活の流れは今まで通りで、Ａさんがそれ

ぞれの活動に集中できるように、場所への変更を盛り込んだモノ。

二つ目は、Ａさんの動線を整理した生活の流れを盛り込んだモノ

を提案。相談結果、一つ目をご家族が選び、Ａさんにはスケジュ

ール内容を確認した上で、了承を得て３日間の家庭生活支援を 

行いました。 

 
 
 
スケジュールを家庭内に導入した初日。支援者がＡさんの

側で付き添い、必要な箇所で必要な支援を行いました。変更

した活動場所へは支援者がＡさんを誘導。活動の始まりと 

終わりは、４３年間の生活とはガラリと変えました。自分で

タイマーをスタートし、その活動を開始する。タイマーの経

過を見ながら行動をする。タイマーが鳴り終える前もしくは

鳴ると、その活動を終える。この流れを、支援者は見守りな

がらも必要に応じてＡさんがタイマーに意識が向くように

支援をしました。それぞれの活動設定時間は、今までの家庭

生活での行動ペースとふぁずでの行動ペースの評価より、ご家族や支援者側が期待する時間を、Ａ

さんへ提案して記載。そのため、支援者は、Ａさんの行動ペースと時間の経過を見ながら、行動し

にくい場面がないか等の評価も同時に行いました。結果、当初の設定時間を超す活動もありました

が、Ａさんが起床してから出発できるまでの準備を完了したのが、８時０５分頃。出発までに余っ

た２５分で、今まで「しゃべくりまくっていた」というＡさんとご家族との話の時間を、そこに設

けることできました。 
２日目は、初日の評価結果、設定時間とＡさんの行動ペースが合わなかったものを調整。設定し

直したスケジュールを提供しました。支援者は、昨日より離れた位置でＡさんの行動を評価。改正

した設定時間内にそれぞれの活動を一人で終えることができました。 
３日目は、離れた位置で、母と支援者で「どのようにＡさんが１人で行動しているか」を引き継

ぎました。Ａさんが、１人で行っている間は、なるべく両親からは話しかけず、話しがあるのなら、

出発準備ができ、余った時間で話しをして貰いたいことも同時にお願いをしました。 
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支援後の朝食風景 



３日間の家庭生活支援後のＡさんの変化を観て、母としては、今まで私が言えば動けていた子だ

から、こういったもの（スケジュール）は使わなくなって大丈夫だと思っていた。また、スケジュ

ールの一番下に記載されていた「Ａさん 大人です 一人でできます」を読んで、母は「ドキッと

した。Ａは大人なんだって」。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 スケジュールを使って一人で支度            出発時間に「行ってきまーす」 

 
２０１８年３月３０日（金）。約３ヶ月振りにＡさんの朝の様子を観に家庭を訪問。Ａさんは、

スケジュール内容を確認して、タイマー表示を見ながら颯爽と一人で朝の支度をしていました。

７：５０分頃には全ての朝の活動を終えて、出発する準備ができていました。母からは「よくでき

たね」と声を掛けられました。Ａさんはキッチンの椅子に座って出発時間まで、母と夕方帰宅後の

コトをゆったりと話していました。 
母からは、「支援者のおかげで、Ａさんがよくやってくれるようになった」というお話がありま

した。支援者からは、「決して支援者のおかげでではなく、Ａさん自身が得意とする視覚情報より、

いつ、どこで、何を、終わったらどうするのか。そのことをＡさんが理解し、そのスケジュールを

使いながら一人で行動を取ることが、家庭でもできるようになったからです。」また、「このスケジ

ュールは、Ａさんが一人で活動するにあったて今は頼りにできる手段として使用しているだけで 

あって、ゆくゆくは外していけると思います」とお話をしました。 

 
Ａさんは、一人で行動して、その上家族から褒められる言葉を  

受けながら家を出発。 
きっと、そんな朝は気持ちよく仕事に入れるのではないでしょうか。 

時々、出発準備完了後の「お話」が区切り悪く、遅れることもありま

す。まあ、生活していれば、色々ありますから。 
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「後」について 
ふぁずでは、地元産業である釣り具メーカーYAMARIA Corporation よりイカやタコのルアー 

組み立て作業等を受注しています。 
ある日、作製者でもあるＢさんが作業途中に、作業には必要

ではないと思われる行動をとったことがありました。その対応

を模索しているところに、私の友人から東京湾にて２．８ｋｇ

のタコを釣りあげた（左記写真）という連絡を貰いました。  

もしやと思い「ピンク色のタコルアーで釣った？」と友人に質

問をしたところ、ルアーの画像と釣り上げたタコの写真を友人

が送ってきてくれました。それはまさしく YAMARIA 
Corporation から受注して作製したピンク色のタコルアーで

した。友人が大きなサイズのタコを釣り上げ、ある釣り情報誌

に載ったのも嬉しかったですが、ふぁずで作っているルアーが、

実際に海でタコを釣り上げたという結果に繋がっていることに喜びを感じました。早速、そのこと

を、作製に携わっている利用者に画像を通して伝えました。利用者はそれぞれに反応、支援者が  

「タコです」と指差した画像を、本人達も指差していました。そう言えば、ふぁずの日中作業で、

色々な商品を作製してきたが、利用者が作った商品の「その後」を知る機会がなかったなぁと。 

 
タコ釣果情報を貰う前のＢさんがとった、その行動の背景を

色々と推測しました。その内の一つ「作業への慣れによるモチ

ベーションの低下」もあるのではないかと仮説を立てました。

そこで、本人がモチベーションを上げ作業に取り組めるには、

どうすれば良いのか。作業へのモチベーションは、人それぞれ。

色々と複雑に思い描くもののピンときたものは、これ、作る人

であれば、自分が作ったモノが実際に「その後」どうなってい

くのかは、知りたくなるのではないかと考えました。実際に釣

りに行くのもよいが、まずは作ったタコルアーが商品として並

ぶお店に行くのが一番ではないかと考えました。 
やはり「リアルなモノ」に勝るものはないと。 

 

大物を釣ったピンク色のタコルアー 

 
そこでＢさんと支援者２人で実際に近隣の釣具店へ行くこと

にしました。Ｂさんが初めて行くお店に安心して行けるように、

前日にお知らせをしました。お知らせ内容としては、タコルアー

が「作製後」どのように流れていくのか、明日は「どこへ」行く

のかを示した提示書（右記添付）です。出発当日には、普段使用

しているスケジュ―ル上に釣具店へ「いつ」行くのか「終わった

ら次は」をお伝えしてお店へと向かいました。 
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大物タコを釣り上げた ドヤ顔の友人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

タコルアーの「その後」の流通経路

提示物（一部抜粋掲載） 



 
そして、当日Ｂさんは安心した様子で車輌に乗り、

近隣の釣具店へ行きました。店内の一角にタコルアー  

コーナーがあり、そこには綺麗に並べられたピンク

色のタコルアーが大中小とありました。Ｂさんはそ

れらを見るなり「これ」と言って、ピンク色のタコ

ルアーを手に取りました。その後、同行した私の手

にそのルアーを渡してきました。 

「作りましたね。Ｂさんが作ったルアーは、お店で

売っているんですよ」と声をかけました。その後も、Ｂさんは、店内をゆっくりと回り、   

ピカピカに光ったルアーを眺めたり、偏光グラスを眺めたり、綺麗にディスプレーされた 

釣り具を興味津々に見ていました。 
ふぁずに戻り、Ｂさんはタコルアーを作製。完成品に対して「よくできました」とＢさん

へ声を掛けました。その後も、Ｂさんは、リズムよく高い精度でタコルアーを作り続けてい

ます。作製数も、半日で４０個から５０個だったのが、今では９０個から１１０個作製する

ことができています。それはＢさんが行動で、『今まで以上に高いモチベーションで作るこ

とが出来ているのですよ』と教えてくれているのかも知れません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
             

後日、その事を釣り具メーカーYAMARIA Corporation の工場長にお話する機会がありま

した。実は、先方の製造部の方々も同じように、モチベーションを上げるために、実際に

自分達が作った商品が並ぶお店へ行っているとのことでした。YAMARIA Corporation の 

商品は、日本のみならず、海外の釣り具店にも並んでいるというお話です。 
 
いずれは、ふぁずの利用者も「その後」の一環で海外へ見学しに行っちゃう？！   

まずは、ふぁずの目の前に広がる海でタコを釣ってからかな。 
以上、仕事をすること。「前」と「後」にある、時間、モノ、コト、人でした。  

 
文：酒井 
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タコルアー作製の様子。 

                                                 Ｂさんに合った作り易い高さや 

                          工夫された道具を使用しています。 

                           

 

 

 



た ん ぽ ぽ の 郷 後 援 会 の ご 案 内 

たんぽぽの郷後援会は、横須賀・三浦地区に在住の「自閉症」という障害を伴った人たちが、地

域の一員として自分らしく生活していくために、必要な支援に取り組んでいる【社会福祉法人横須

賀たんぽぽの郷】の活動を支援する事を目的に組織されました。 

 

▼ 年 会 費  個人会員 １口   ３，０００円 

          団体会員 １口  １０，０００円 

 

たんぽぽの郷後援会にご理解、ご協力くださる方は、下記の郵便為替口座をご利用ください。 

郵 便 為 替 口 座 番 号     ００２４０－９－１７４７４ 
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《2017　年度　決算報告》
　　たんぽぽの郷　後援会

　昨年度、皆様からいただきました会費については、下記のとおりの収支でした
のでご報告申しあげます。

　　　（自2017年4月1日～至2018年3月31日）

〈収入の部〉 〈支出の部〉
項目 決算額 項目 決算額
前期繰越金 5,708 寄付金（わたげへ） 496,000
会費 491,000 次期繰越金 708

合計 496,708 合計 496,708

以上　　会計　　　常田ちよ子

2017年度収支決算書及び関係帳簿・領収書を監査したところ、報告に相違ないこと
証します。 　　　　　

　　　会計監査　　對比地祐子

　　　　　　　　　    高橋正子

皆様よりの会費等の決算につきましては上記の如くご報告申し上げます。  

 

編集後記 ～編集部～ 

 新年度も始まりそれぞれに新たな出発を迎えたことと思います。「おめでとうございます」    

ふぁず編集部のメンバーも改まり新体制でスタートしました。今後ともご拝読を宜しくお願い申し上げます。 

 さて、日本には、様々な節目や変わり目があります。年が明けたと思ったら、年度明けと。そうそう先日の   

ニュースでは、入社式に新入社員のみならず保護者席をご用意されている企業もあるとかで、時代のニーズに 

合わせて社会は常に変わっていきますね。自己紹介がてらになりますが、私酒井の実家の地域、鳥越神社の   

カレンダーは６月始まりです。その地域に住む氏子、私も含め、１年の始まりは６月です。何故６月かと申しま

すと、６月９日に近い土日に鳥越神社例大祭が開催されるからです。前夜には神社でお蕎麦を食べ、開催挨拶は  

「おめでとうございます」で始まります。 

        年度始めにて 酒井 
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